
一
、
は
じ
め
に

二
、
干
拓
技
術
の
諸
相

（
二
天
草
の
干
拓
候
補
地
検
分

（
三
八
代
郡
の
干
拓
技
術

三
、
開
発
思
想
と
水
防
の
本
質

（
己
惣
庄
屋
の
身
分
的
矛
盾
と
対
立
の
構
図

（
三
犬
塚
安
太
の
心
性
と
土
木
観

四
、
お
わ
り
に

目
次 肥
後
新
田
方
・
犬
塚
安
太
に
み
る
開
発
思
想

ｌ
海
辺
開
発
（
干
拓
）
に
お
け
る
自
然
と
人
間
の
調
和
Ｉ

土
木
事
業
で
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
自
然
に
対
す
る

人
間
の
も
く
ろ
み
を
調
和
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
そ
の
時
々
の
技
術
的
制
約
を
先
ず
理
解
し
、
念
頭
に
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
土
木
史
を
み
て
も
、
国
生
み
・
国
引
き

の
神
代
期
よ
り
現
代
ま
で
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
強

い
自
然
の
力
に
対
し
、
そ
れ
を
見
通
し
、
巧
み
に
利
用
し
た
技
術

の
体
系
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
近
世
の
文
献
に
さ
ぐ
れ
ば
、
「
百
姓

（
１
）

伝
記
』
（
著
者
不
明
、
延
宝
～
天
和
期
に
出
た
と
さ
れ
る
）
を
噴
矢

と
し
て
、
日
本
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
、
そ
の
記
述
が
み
ら

（
２
）

（
３
）

れ
る
。
大
畑
才
蔵
「
地
方
の
聞
書
」
、
平
岡
直
之
「
地
方
竹
馬
集
」
、

（
４
）

ぢ
か
た
し
上

大
石
久
敬
「
地
方
凡
例
録
』
な
ど
、
多
く
の
「
地
方
書
」
が
そ
の

一
、
は
じ
め
に 内
山
幹
生

－３３－









































（
妬
）
前
掲
五
）
「
海
面
干
潟
御
〆
切
場
所
圖
並
課
書
』
。

（
〃
）
天
草
在
住
の
商
人
地
主
高
利
賃
。
在
地
社
会
を
社
会
経
済
的
に
支
配
し

て
い
た
が
、
有
力
銀
主
の
大
半
は
幕
藩
制
的
末
端
支
配
機
構
と
は
別
個
の

存
在
で
あ
り
、
大
庄
屋
・
庄
屋
が
必
ず
し
も
銀
主
に
属
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

（
犯
）
北
野
典
夫
「
天
草
干
拓
史
」
（
天
草
地
区
建
設
業
協
会
「
天
草
建
設
文

化
史
」
一
九
七
八
）
八
八
頁
。

（
別
）
家
永
三
郎
「
近
世
思
想
界
概
観
」
（
「
近
世
思
想
家
文
集
」
日
本
古
典
文

学
大
系
Ｗ
）
八
頁
。

「
…
全
体
と
し
て
朱
子
学
の
演
じ
た
役
割
を
考
え
る
と
き
に
は
、
上
下
の

秩
序
と
礼
節
と
を
重
ん
ず
る
朱
子
学
が
、
身
分
秩
序
を
固
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
幕
府
を
中
心
と
す
る
武
士
支
配
の
体
制
の
安
定
化
を
哲
学
的
に
正

当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
機
能
を
演
じ
て
き
た
こ
と
は
明
白
で

あ
ろ
う
」

（
釦
）
黒
正
巌
「
百
姓
一
摸
の
研
究
」
綴
篇
二
九
五
九
）
九
頁
。

「
…
落
武
者
の
子
孫
な
ど
は
、
元
来
が
反
抗
的
精
神
と
闘
争
的
精
神
と
の

強
き
に
加
へ
て
、
格
式
門
地
を
威
張
っ
た
封
建
時
代
の
事
で
あ
る
か
ら
、

三
河
地
方
の
貧
乏
百
姓
で
、
家
康
に
味
方
し
て
運
よ
く
大
名
に
成
り
上
が
っ

て
来
た
も
の
な
ど
を
軽
蔑
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
ら
の
威
張
る
事
に
対

し
て
は
、
経
済
的
関
係
以
外
に
も
原
因
の
あ
っ
た
こ
と
を
注
目
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
」

（
型
阿
蘇
町
教
育
委
員
会
編
／
資
料
「
阿
蘇
』
二
集
（
一
九
八
○
）
。

（
釦
）
森
田
誠
一
「
近
世
の
郷
士
制
、
特
に
金
納
郷
士
の
性
格
」
（
熊
本
大
学

法
文
会
「
法
文
論
叢
』
一
九
六
六
）
六
○
頁
。

（
鍋
）
竜
峰
村
史
跡
研
究
会
「
竜
峰
村
史
』
（
一
九
六
二
八
九
頁
。

（
弘
）
前
掲
（
犯
）
六
二
頁
。

（
弱
）
鎌
田
浩
「
熊
本
藩
の
法
と
政
治
」
（
一
九
九
八
）
一
三
七
頁
。

記
）
熊
本
女
子
大
学
郷
士
文
化
研
究
所
「
仁
助
咄
」
（
熊
本
県
史
料
集
成
４
．

一
九
五
二
）

（
〃
）
前
掲
（
聖
付
録
「
百
姓
一
摸
年
表
」
よ
り
。

（
犯
）
本
多
利
明
「
西
域
物
語
』
下
（
新
村
出
監
修
「
海
表
叢
書
』
二
巻
一

九
二
八
）
七
九
頁
。

（
羽
）
荻
生
狙
擁
「
政
談
」
（
日
本
思
想
大
系
妬
「
荻
生
狙
棟
』
一
九
七
三
）

二
九
九
頁
。

（
側
）
熊
沢
蕃
山
「
集
義
和
書
抄
録
』
（
井
上
哲
次
郎
編
「
武
士
道
叢
書
』
上

巻
一
九
○
四
）
六
四
～
五
頁
。

（
似
）
鹿
子
木
量
平
「
水
理
考
」
年
不
詳
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
。

（
蛆
）
宇
野
廉
郷
／
写
「
三
隅
丈
八
源
明
濤
傳
」
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
。

（
妬
）
漬
正
公
三
百
年
会
編
「
加
藤
清
正
傳
附
圖
」
二
九
七
九
）
。

（
仏
）
前
掲
（
妃
）
。

（
妬
）
長
尾
義
一
一
一
「
日
本
の
土
木
史
」
（
一
九
八
五
）
二
一
一
一
頁
。

「
個
人
の
直
接
利
益
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
個
々
人
の
労
力
を
提
供
し
、

皆
が
生
活
す
る
社
会
環
境
を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
の
が
土
木
事
業
で
あ
る
」

（
妬
）
最
澄
「
天
台
法
華
宗
年
分
学
生
式
」
（
辻
善
之
助
「
日
本
文
化
と
仏
教
」

－５３－






